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エコアクション２１ 

環境経営レポート 
（２０２２年５月１日～２０２３年４月３０日） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2023 年 7 月 31 日 

 

興國緑化株式会社 
 

 

環境経営方針 

１．組織の概要 

２．対象範囲・レポートの対象期間及び発行日 

３．実施体制と役割・責任・権限 

４．環境経営目標とその実績 

５．環境経営計画の内容と取組結果の評価、次年度の取組内容 

６．環境関連法規等の遵守確認・評価、違反・訴訟等の有無 

７．代表者による全体評価と見直しの結果 
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１．組織の概要 

１）事業所名及び代表者名 

事業所名：興國緑化株式会社                       
代表者名：代表取締役 倉田 欽章 

２）所在地                       

本社： 東京都福生市北田園二丁目 25 番地 4 号 
新宿支店：東京都新宿区西新宿八丁目 12 番地 1 

３）環境管理責任者・担当者連絡先 

環境管理責任者：上田 恵理 
担当者：上田 恵理 
連絡先： 電話 042-552-8222   ＦＡＸ 042-552-0842    

ｅ-mail info@koukokuryokka.com 

４）事業活動 

造園土木設計施工、樹木保護管理、樹木治療、草刈清掃 

５）事業の規模 

 ①資本金：1,000 万円 
②売上高：44,156 万円（2022 年 5 月~2023 年 4 月） 
③従業員数：24 人 
④本社床面積：37.26ｍ２  本社倉庫面積：37.26 ㎡ 
⑤本社駐車場資材置場床面積：37.26 ㎡ 

⑥新宿支店床面積：18.85ｍ２ 

 ６）業の許可  

 ①建設業許可； 東京都知事許可 般-1 065750 許可年月日 令和 2年 2月 5 日 

         有効期限 令和 2年 2月 5日から令和 7年 2月 4日 

 ②農薬管理指導士；東京都知事 認定番号 28-009  

③産業廃棄物収集運搬業許可； 東京都知事 許可番号 第 13-00-132660 
         許可年月日令和 3 年 12 月 2 日 有効期限 令和 9 年 1 月 8 日 

    （対象期間における産業廃棄物収集運搬業の実績はありません。） 
 

２．対象範囲(認証登録範囲)、レポートの対象期間及び発行日 
１）対象範囲 

全組織・全活動：１．２）、４）に記載 

２）レポートの対象期間及び発行日 
 ①レポートの対象期間：2022 年 5 月１日～2023 年 4月 30 日 

 ②発行日：2023 年 7月 31 日 
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３実施体制と役割・責任・権限  
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４．環境経営目標とその実績 
 

  ＊新宿支店は小規模な非常駐の営業拠点であり環境負荷はほとんどないことから含めていない。 
＊電力の CO2 排出係数は 0.441kg-co2/ kWh(東京電力 2020 年調整後排出係数) 。 

  ＊達成区分欄  
○；目標達成、 △；目標未達(目標値と基準値の間)、×；目標未達(基準値も満たせず) 

項目 
2021 年度 
基準値 

2022/5~2023/4(運用期間 12 ヶ月) 
 

2023 年度 
（2023/5~ 
2024/4） 

2024 年度 
（2024/5~ 
2025/4） 

通年；2021/5~ 
2022/4 
(12 ヶ月) 

 目標値 
(12 ヶ月) 

実績値 
(12 ヶ月) 

達

成 

区

分 

達成率 目標値 
(通年) 

目標値 
(通年) 

CO2 削減 

 
88,342kg-co2 

2%削減： 
86,575kg-co2 

 
95,614kg-co2 

× 110.4
% 

4%削減： 
84,808kg-co2 

5%削減： 
83,924kg-co2 

①電力消費
量削減 

 
8,696kWh 

3,835kg-co2 

2%削減： 
8,522kWh 
3,758kg-co2 

 
8,611kWh 
3,797kg-co2 

△ 
100.1
％ 

4%削減： 
8,48kWh 

3,681kg-co2 

5%削減：
8,261kWh 
4228kg-co2 

②ガソリン
消費量削減 

 
12,260L 

28,444kg-co2 

2%削減： 
12,014L 
27,875kg-co2 

 
11,196L 
25,974kg-co2 

〇 100％ 
4%削減： 
11,769 L 

27,306kg-co2 

5%削減： 
11,647 L 
27,021kg-co2 

③軽油消費
量削減 

 
21,537 L 

55,565kg-co2 

2%削減： 
21,106L 
544,453kg-co2 

 
25,308L 
65,294kg-co2 × 

119.9

％ 

4%削減： 
20,675L 

53,342kg-co2 

5%削減： 
20,460 L 
52,786kg-co2 

④灯油消費
量削減 

200L 
498 kg-co2 

2%削減： 
196L 
488kg-co2 

220L 
547 kg-co2 〇 

112.2

％ 

今後削減目
標検討 

今後削減目
標検討 

２.1 一般廃
棄 物 削 減
(事務所) 

― ゴミ量の計量 （858 ㎏） 
- ― 

今後削減目
標検討 

今後削減目
標検討 

２.2 一般廃
棄 物 削 減
(現場) 

― 発生材の計量 685,615 ㎏ 
- ― 

再資源化
率；100% 

再資源化
率；100% 

２.3 産業廃
棄物再資源
化(現場) 

総量：77,580 ㎏ 
再資源化率；

100% 

 
(再資源化率；
100%) 

総量： 
45,090 ㎏ 

(再資源化
率；100%) 

〇 100％ 

再資源化
率；100% 

再資源化
率；100% 

３水道水使
用量削減 

 
91 m3 

 

2%削減 
89m3 
 

 
95 m3 × 107.8

％ 

4%削減 
87 m3 

5%削減 
86 m3 

４化学物質
の適正管理
(定性) 

保管庫にて施錠し、鍵を適正に管理する。 
必ず使用毎薬剤管理表に使用量を記入する。 
月末に残量と管理表に相違がないか確認を行う。 

適正管理 適正管理 

５環境配慮
生 産 活 動
(定性) 

環境に配慮した低騒音・振動機器の積極的利用 
環境に配慮した業務の提案 
月 1 回協力会社を含めた環境教育訓練の実施 

環境配慮 
生産活動 

環境配慮 
生産活動 
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５．環境経営計画の内容と取組結果の評価、次年度の取組内容 

環境経営計画
の内容 

 
取組項目 

取組結果 
（2022 年 5 月～2023 年 4 月） 

次年度の取組内容 

評価 
区分 

 
コメント 

１．CO2 削減 

 
× ・軽油使用量の増

加により目標達成
出来なかった。 

遠方現場の増加による

増量と考えられるが、

引き続き低燃費走行の

継続を徹底させる。 

電力消費量削
減(事務所) 

① 不要照明の消灯 〇 ・順調に取組が進
んだ。 

 

引き続き継続 

② 運 転 停 止 時 の 電 源 オ フ
（PC,プリンター等） 

〇 

③エアコン温度調節（夏期２
８℃程度 冬期２０℃程度） 

△ 

１.1 ガソリン
消費量削減 (現
場、営業) 

①エコドライブの徹底（ふんわ
りアクセル,加減速の少ない運
転、アイドリングストップ等） 

〇 ・車内空気の入れ
替えを頻繁に行う
為、カーエアコン調
整の徹底が出来な
かった。 

 

運転者教育の実施を
再度行う。 

 

②カーエアコンの調整 △ 

③点検整備の徹底 〇 

１.2 軽油消費
量削減(現場、営
業) 

①エコドライブの徹底（ふんわ
りアクセル,加減速の少ない運
転、アイドリングストップ等） 

〇 ・車内空気の入れ
替えを頻繁に行う
為、カーエアコン調
整の徹底が出来な
かった。 

 

運転者教育の実施を
再度行う。 

 

②カーエアコンの調整 △ 

③点検整備の徹底 〇 

２ .１一般廃棄
物削減(事務所) 

①ペーパーレスの推進 〇 ・ゴミ量の把握がき
ちんとできた。 

・両面コピーにて対
応する機会が増え
た。 

来年度からの削減目
標値の設定に向けた
検討を行う。 

②両面コピー・裏面コピー 〇 

③分別の徹底 〇 

④廃棄物量の計量（今期から
開始） 

〇 

２.2、3 一般・
産業廃棄物再
資源化(現場) 

① 受入伝票管理 
② 産廃マニフェスト交付管

理 

〇 ・マニュフェスト管
理取組強化した。 

 

引き続き取組強化の継
続 

３．水道使用量
削減(事務所) 

①節水シールの貼り付けとポ
スター掲示 

〇 ・きちんと節水でき
た。 

引き続き継続 

 
②手洗い時の節水 〇 

① 自動止水栓設置 〇 

４化学物質の
適正管理（現
場） 

・化学物質使用量の把握 〇 ・取組期間での使
用なし。 

・保管における適正
管理できた。 

今後も化学物質の使
用、保管がある場合は
適正管理の徹底に努
める。 

・有害性物質の表示・保管管
理・在庫整理の徹底 

〇 

・使用方法の遵守・使用記録
とその保存 

〇 

５環境に配慮
した生産活動
(現場、事務所) 

①環境に配慮した施工の推
進(低騒音・振動器機使用） 

〇 ・順調に取組が進
んでいる。 

引き続き継続 

②緑地の保全・創造の推進
（業務の提案、技術向上） 

〇 

② 協力会社への啓発活動 〇 

評価区分 ○；良く～ほぼ良くできた、 △；不十分ながらできた、 ×；あまり～ほとんどできなかった 
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６．環境関連法規等の遵守確認・評価、違反・訴訟等の有無 
 当社に適用される主な環境関連法規と順守状況は下記の通りであり、また関係当局よりの違反

等の指摘・訴訟は過去 3年間ありません。 

  

 法規等 適用事項 遵守評価 

１ 廃棄物処理法 産業廃棄物、一般廃棄物の適正処理 遵守 

２ フロン排出抑制法 簡易点検、記録保管 遵守 

３ 自動車リサイクル法 廃棄時のリサイクル 遵守(今回該当無) 

４ 東京都環境確保条例 アイドリングストップ 遵守 

５ 農薬取締法 農薬の適正管理 遵守 
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７．代表者による全体評価と見直しの結果 

 


